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第 号

言
げん
語
ご
教
きょう
育
いく
と言

げん
語
ご
変
へん
化
か
　

　ことばを学
まな
ぶ立

たち
場
ば
からいうと、二

ふた
つ以

い
上
じょう
の言

い
い方

かた
があるのは、むだに思

おも

える。どちらか一
いっ
方
ぽう
に定
さだ
まれば、覚

おぼ
えるほうも（教

おし
えるほうも）楽

らく
だ。たと

えば日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
で、初

しょ
歩
ほ
の1000語

ご
を覚

おぼ
えるときに、「あす」と「あした」の

ような同
どう
じ意

い
味
み
の二

ふた
つの言

い
い方
かた
があると、１語

ご
増
ふ
えるのと同

おな
じことになる。

だから教
きょう
師
し
から、一

ひと
つの標

ひょう
準
じゅん
を決

き
めてほしいという声

こえ
が上

あ
がることがある。

　ところが、二
ふた
つ以

い
上
じょう
あるときに、よく調

しら
べてみると、一

いっ
方
ぽう
が古
ふる
くから使

つか

われていて、もう一
いっ
方
ぽう
が新

あたら
しく出

で
た言

い
い方

かた
であることが多

おお
い。これは日

に
本
ほん

語
ご
が変

へん
化
か
する途

と
中
ちゅう
の段
だん
階
かい
だ。そして新

あたら
しいほうの言

い
い方
かた
には、広

ひろ
がるだけ

の合
ごう
理
り
的
てき
理
り
由
ゆう
がみつかる。けれども合

ごう
理
り
的
てき
だからといってすぐに使

つか
ってい

いわけではない。現
げん
在
ざい
どちらが多

おお
く使

つか
われているかを確

たし
かめる必

ひつ
要
よう
がある。

いくつかの現
げん
象
しょう
については、文

ぶん
化
か
庁
ちょう
で国

こく
民
みん
の使

し
用
よう
状
じょう
況
きょう
を調

ちょう
査
さ
しているし

（注
ちゅう
１）、インターネットの検

けん
索
さく
ソフトGoogleなどで実

じっ
際
さい
の使

つか
い方

かた
が分

わ
かる。

この方
ほう
法
ほう
なら海

かい
外
がい
に住

す
んでいても国

こく
内
ない
と同

おな
じように確

たし
かめられる。

　以
い
上
じょう
は、ことばの「ゆれ」といわれる現

げん
象
しょう
が実
じつ
はことばの変

へん
化
か
の一

いち
部
ぶ
で

あることを示
しめ
している。その目

め
で見

み
ると、最

さい
近
きん
の若

わか
い人

ひと
の日

に
本
ほん
語
ご
には、「ゆ
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日
に
本
ほん
語
ご
新
しん
表
ひょう
現
げん
の合

ごう
理
り
性
せい

明
めい
海
かい
大
だい
学
がく
教
きょう
授
じゅ
　井

いの
上
うえ
史
ふみ
雄
お
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　日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
通
つう
信
しん
には、海

かい
外
がい
で日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
に携

たずさ
わる皆

みな
さんから「最

さい
近
きん
の日

に
本
ほん
語
ご

について知
し
りたい」という声

こえ
が多

おお
く寄

よ
せられています。そこで、今

こん
号
ごう
の表

ひょう
紙
し
特
とく

集
しゅう
では日

に
本
ほん
語
ご
の変

へん
化
か
や最

さい
近
きん
の表

ひょう
現
げん
が広

ひろ
がる理

り
由
ゆう
や、それらをどう捉

とら
えることが

できるか、明
めい
海
かい
大
だい
学
がく
の井

いの
上
うえ
史
ふみ
雄
お
先
せん
生
せい
に書

か
いていただきました。

日本語新表現の合理性
■ 表紙・特集 ………………………………… 1

　明海大学教授　井上史雄
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れ」がもっとたくさん見
み
られる。その多

おお
くは、日

に
本
ほん
語
ご

の単
たん
純
じゅん
化
か
と結

むす
びつくから、外

がい
国
こく
人
じん
の日

に
本
ほん
語
ご
学
がく
習
しゅう
者
しゃ
にと

って、覚
おぼ
えやすくなるともいえる。いくつかの例

れい
をあ

げよう。

日
に
本
ほん
語
ご
単
たん
純
じゅん
化
か
の動

うご
き

　20世
せい
紀
き
後
こう
半
はん
までは、ガ行

ぎょう
の発

はつ
音
おん
を単

たん
語
ご
の中

なか
では鼻

はな
に

かけて「ガ行
ぎょう
鼻
び
濁
だく
音
おん
」で発

はつ
音
おん
するのが標

ひょう
準
じゅん
的
てき
とされた。

「午
ご
後
ご
」というときの二

ふた
つのゴの発

はつ
音
おん
は違
ちが
っていた。

数
すう
百
ひゃく
年
ねん
前
まえ
に日

に
本
ほん
語
ご
で発

はつ
音
おん
の変

へん
化
か
があったためにこの

「ガ行
ぎょう
鼻
び
濁
だく
音
おん
」ができたが、この発

はつ
音
おん
のおかげで複

ふく
雑
ざつ

さは増
ま
したものの、コミュニケーションが効

こう
率
りつ
的
てき
にな

ったとは言
い
えない。アナウンサーになるためには、こ

の発
はつ
音
おん
の訓

くん
練
れん
が必
ひつ
要
よう
だった。日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
でも、鼻

はな
をつ

まんだりして、苦
く
労
ろう
して教

おし
えた。しかし今

いま
の若

わか
い人

ひと
は

この鼻
び
濁
だく
音
おん
を持

も
たない。日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
でもうるさく言

い
わ

なくなったので、初
しょ
歩
ほ
の授

じゅ
業
ぎょう
が少
すこ
し楽

らく
になったわけだ。

　文
ぶん
法
ぽう
については、色

いろ
々
いろ
な現
げん
象
しょう
で単

たん
純
じゅん
化
か
がみられるが、

代
だい
表
ひょう
的
てき
なものをあげよう。

　まず最
さい
近
きん
は「ら抜

ぬ
きことば」の進

しん
出
しゅつ
が目

め
立
だ
つ。「見

み

れる」「食
た
べれる」「受

う
けれる」などで、若

わか
い人

ひと
の間

あいだ
で

はよく使
つか
われる。本

ほん
来
らい
は「見

み
られる」「食

た
べられる」

「受
う
けられる」である。実

じつ
は現

げん
代
だい
日
に
本
ほん
語
ご
では、可

か
能
のう
を

示
しめ
すのに「走

はし
れる」「行

い
ける」と言

い
っているが、江

え
戸
ど

時
じ
代
だい
、明

めい
治
じ
時
じ
代
だい
ころまでは「走

はし
られる」「行

い
かれる」

と言
い
っていた。つまり受

うけ
身
み
も可

か
能
のう
も尊

そん
敬
けい
も、形

かたち
の上

うえ
で

区
く
別
べつ
がつかなかったのだ。ここ数

すう
百
ひゃく
年
ねん
かけて可

か
能
のう
の言

い

い方
かた
を受

うけ
身
み
や尊

そん
敬
けい
と区

く
別
べつ
する変

へん
化
か
が進

すす
んでいる。「ら

抜
ぬ
きことば」はその変

へん
化
か
がちょうど半

はん
分
ぶん
ほどにさしか

かっている段
だん
階
かい
だ。もう何

なん
百
びゃく
年
ねん
か経

た
つと、この変

へん
化
か
が

行
い
き着

つ
いて、日

に
本
ほん
語
ご
の動

どう
詞
し
の可

か
能
のう
の言

い
い方

かた
がすべて例

れい

外
がい
なく「ら抜

ぬ
き」になって、使

つか
いやすくなるはずであ

る（注ちゅう2）。外
がい
国
こく
人
じん
の日

に
本
ほん
語
ご
学
がく
習
しゅう
は、楽

らく
になる。しかし

日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
科
か
書
しょ
で「ら抜

ぬ
きことば」を教

おし
えるにはまだ早

はや
い。

　逆
ぎゃく
に長

なが
くなる言

い
い方

かた
もある。「さ入

い
れことば」と言

い

われるもので、「歌
うた
わさせていただきます」などの言

い

い方
かた
だ。正

ただ
しくは「歌

うた
わせていただきます」という

べきだ。しかし「司
し
会
かい
をつとめさせていただきます」

のように「させていただく」という言
い
い方

かた
が最
さい
近
きん
広
ひろ
が

ったために、色
いろ
々
いろ
な動
どう
詞
し
に「させていただく」を付

つ
け

る傾
けい
向
こう
が目

め
立
だ
つ。今

いま
はインターネットで国

こっ
会
かい
の会

かい
議
ぎ
録
ろく

も見
み
られるので、検

けん
索
さく
してみると、議

ぎ
員
いん
の発
はつ
言
げん
では戦

せん

後
ご
まもなくからの用

よう
例
れい
がある。長

なが
いあいだかけて、少

すこ

しずつ広
ひろ
がったわけだ。これも将

しょう
来
らい
広
ひろ
がれば、すべて

の動
どう
詞
し
に「させていただく」を付

つ
ければいいことにな

るので、単
たん
純
じゅん
になり、覚

おぼ
えるのが楽

らく
になる。もっとも

「話
はな
す」のように「す」で終

お
わる動

どう
詞
し
だと、「話

はな
ささ

せていただきます」になって、さ行
ぎょう
の発

はつ
音
おん
が続
つづ
きすぎ

る。何
なん
百
びゃく
年
ねん
後
ご
かの変

へん
化
か
の最

さい
後
ご
になるだろう。この「さ

入
い
れことば」も日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
科
か
書
しょ
では教

おし
えない。

　「違
ちが
っていた」を「ちがかった」というのは、若

わか

者
もの
の間

あいだ
に広

ひろ
がっている。さらに「ちがくない」「ちが

くなった」「ちがくて」も出
で
た。インターネットで探

さぐ

ると「違
ちが
いぜ」「違

ちが
いぞ」などの言

い
い方

かた
も出

で
てくる。

「違
ちが
うぜ」「違

ちが
うぞ」にあたる言

い
い回

まわ
しだ。英

えい
語
ご
の

differentという形
けい
容
よう
詞
し
にあたることばを、日

に
本
ほん
語
ご
では

「違
ちが
う」という動

どう
詞
し
で表

あらわ
していたが、今

いま
の若
わか
い人

ひと
は「ち

がい」「ちがかった」「ちがくない」という形
けい
容
よう
詞
し
にし

たわけだ。欧
おう
米
べい
人
じん
にとっては使

つか
いやすくなるわけだ。

これは文
ぶん
章
しょう
ではほとんど見

み
ないので、日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
科
か
書
しょ
に

出
で
ないのは当

とう
然
ぜん
だ。

　そういえば「全
ぜん
然
ぜん
」の使

つか
い方
かた
も単
たん
純
じゅん
になった。少

すこ
し

前
まえ
までは否

ひ
定
てい
の「ない」と結

むす
びついて使

つか
われた。「全

ぜん

然
ぜん
よくないよ」のように。しかし似

に
た意

い
味
み
の「全

ぜん
然
ぜん
だ

めだよ」を、文
ぶん
法
ぽう
的
てき
に「ない」と結

むす
びつかないのに、

許
ゆる
した。次

つぎ
の世

せ
代
だい
は「ない」との結

むす
びつきが必

ひつ
要
よう
だと

は考
かんが
えずに、「全

ぜん
然
ぜん
いいよ」も使

つか
うようになった。単

たん

ら抜きの年齢差「食べれない」の全国使用率 
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なる強
つよ
めの言

い
い方
かた
になり、使

し
用
よう
制
せい
限
げん
がなくなったわけ

だから、幼
おさな
い人

ひと
にも、外

がい
国
こく
人
じん
にも使

つか
いやすい。しかし

この使
つか
い方

かた
も、ふつうは日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
科
か
書
しょ
に出

で
ない。

単
たん
純
じゅん
化
か
＋明

めい
晰
せき
化
か
＝合

ごう
理
り
化
か
　

　言
げん
語
ご
変
へん
化
か
は、以

い
上
じょう
のように単

たん
純
じゅん
化
か
に向

む
かうだけでは

ない。明
めい
晰
せき
化
か
に向

む
かう流

なが
れもある。二

ふた
つ以

い
上
じょう
の言

い
い方
かた

の違
ちが
いがはっきりするような変

へん
化
か
だ。「ら抜

ぬ
きことば」

でいうと、可
か
能
のう
の言

い
い方

かた
を受
うけ
身
み
や尊

そん
敬
けい
と区

く
別
べつ
する変

へん
化
か

と見
み
れば、明

めい
晰
せき
化
か
の典
てん
型
けい
といえる。「鳥

とり
たち」「花

はな
たち」

のように、人
にん
間
げん
以
い
外
がい
にも「たち」を付

つ
けて複

ふく
数
すう
を示

しめ
す

動
うご
きも、明

めい
晰
せき
化
か
だ。単

たん
純
じゅん
化
か
と明

めい
晰
せき
化
か
の両

りょう
方
ほう
をまとめて

「合
ごう
理
り
化
か
」といえる。日

に
本
ほん
人
じん
にも、日

に
本
ほん
語
ご
学
がく
習
しゅう
者
しゃ
にも、

ことばが、使
つか
いやすくなり、覚

おぼ
えやすくなるわけだ。

日
に
本
ほん
語
ご
の難

なん
易
い
度
ど
低
てい
下
か
　

　ほかにも現
げん
代
だい
日
に
本
ほん
語
ご
では様

さま
々
ざま
な点

てん
で変

へん
化
か
が進

すす
んで

おり、その大
だい
部
ぶ
分
ぶん
は合

ごう
理
り
化
か
で説

せつ
明
めい
できる。別

べつ
の言

い
い方
かた

を使
つか
うと「難

なん
易
い
度
ど
が低

ひく
くなった」と言

い
える。日

に
本
ほん
の高
こう

校
こう
や大

だい
学
がく
では、試

し
験
けん
の成

せい
績
せき
で入

はい
りやすさが違

ちが
うので、

「難
なん
易
い
度
ど
」と呼

よ
んで、数

すう
字
じ
で示

しめ
すこともある。言

げん
語
ご
に

ついてもこの考
かんが
えは適

てき
用
よう
できる。複

ふく
雑
ざつ
で覚
おぼ
えることが

多
おお
い言

げん
語
ご
は難

なん
易
い
度
ど
が高

たか
い、少

すく
なければ難

なん
易
い
度
ど
は低
ひく
い。

世
せ
界
かい
の諸

しょ
言
げん
語
ご
とくらべると日

に
本
ほん
語
ご
は、発

はつ
音
おん
は難

なん
易
い
度
ど
が

低
ひく
く、文

ぶん
法
ぽう
は中

ちゅう
くらいと見

み
られるが、文

も
字
じ
がやっかい

だし、敬
けい
語
ご
もむずかしい。このおかげで難

なん
易
い
度
ど
が高

たか
く

なる。その日
に
本
ほん
語
ご
が、今

いま
単
たん
純
じゅん
化
か
によって、あちこちで

難
なん
易
い
度
ど
を下

さ
げて、ほんの少

すこ
し学

まな
びやすくなった。

誤
ご
用
よう
拡
かく
大
だい
の法

ほう
則
そく

　多
おお
くの言

げん
語
ご
変
へん
化
か
は、ここ数

すう
十
じゅう
年
ねん
、数

すう
百
ひゃく
年
ねん
続
つづ
いてきた

もので、変
か
わる合

ごう
理
り
的
てき
理
り
由
ゆう
がちゃんとある。だから今

こん

後
ご
も広

ひろ
がり続

つづ
けるだろう。世

よ
の中
なか
で誤

ご
用
よう
と騒

さわ
がれる現

げん

象
しょう
は、どうせ広

ひろ
がる。はじめは使

し
用
よう
者
しゃ
が少

すく
なく、「言

い

いまちがい」と軽
けい
視
し
される。使

し
用
よう
者
しゃ
が25％くらいに増

ふ

えると、「誤
ご
用
よう
」として騒

さわ
がれる。50％前

ぜん
後
ご
になると「ゆ

れ」と扱
あつか
われる。75％ほどに増

ふ
えると「慣

かん
用
よう
」として

認
みと
められ、100％近

ちか
くになればりっぱな「正

せい
用
よう
」である。

　使
し
用
よう
率
りつ
が増

ふ
えるにつれて、使

つか
われる場

ば
面
めん
も広

ひろ
がる。

若
わか
い人

ひと
が仲

なか
間
ま
内
うち
の話
はな
しことばで使

つか
うだけだったことば

が、成
せい
人
じん
にも使

つか
われるようになり、テレビなどの公

おおやけ
の

場
ば
面
めん
にも登

とう
場
じょう
し、広

こう
告
こく
の文

ぶん
章
しょう
や、書

か
きことばにもあら

われるようになる。つまり俗
ぞく
語
ご
から普

ふ
通
つう
の単
たん
語
ご
へと、

文
ぶん
体
たい
も上

じょう
昇
しょう
するわけだ。

　この動
うご
きは「誤

ご
用
よう
拡
かく
大
だい
の法
ほう
則
そく
」といってよい。この

反
はん
対
たい
が「流

りゅう
行
こう
語
ご
衰
すい
退
たい
の法
ほう
則
そく
」である。「今

いま
流
は
行
や
っている」

という意
い
識
しき
を伴

ともな
って広

ひろ
がることばは、まもなく使

つか
われ

なくなる。

教
きょう
科
か
書
しょ
と言

げん
語
ご
変
へん
化
か

　外
がい
国
こく
人
じん
向
む
けの教

きょう
科
か
書
しょ
は、どの言

げん
語
ご
でも常

つね
に古

こ
風
ふう
であ

る。「ゆれ」の段
だん
階
かい
の新

あたら
しい言

い
い方

かた
を、初

しょ
歩
ほ
の教

きょう
科
か
書
しょ

で教
おし
えるのは早

はや
すぎる。学

がく
習
しゅう
者
しゃ
は、その国

くに
に行

い
けば、

またテレビなどを通
つう
じて、ほうっておいても若

わか
者
もの
の言

い

い方
かた
を身

み
につける。合

ごう
理
り
的
てき
だから、採

さい
用
よう
しやすいのだ。

　必
ひつ
要
よう
なのは、新

あたら
しい言

い
い方
かた
に接

せっ
したときに意

い
味
み
が理

り

解
かい
できることである。使

つか
いかたの練

れん
習
しゅう
は必

ひつ
要
よう
ないが、

指
し
摘
てき
だけはあるほうが親

しん
切
せつ
だ。教

きょう
科
か
書
しょ
で出

で
てきた言

い
い

方
かた
との違

ちが
いに気

き
づかせること、そして改

あらた
まった場

ば
面
めん
で

は、本
ほん
来
らい
の言

い
い方

かた
を使
つか
えるようにすることが、重

じゅう
要
よう
だ。

　というわけで、初
しょ
歩
ほ
の教

きょう
科
か
書
しょ
では、実

じっ
際
さい
には単

たん
純
じゅん
化
か

してたった一
ひと
つの言

い
い方

かた
を教
おし
えることが多

おお
い。しかし

現
げん
実
じつ
のことばはいつも変

へん
化
か
している。多

おお
くは何

なん
百
びゃく
年
ねん
に

わたる変
へん
化
か
で、しかも合

ごう
理
り
的
てき
な理

り
由
ゆう
がある。二

ふた
つ以

い
上
じょう

の言
い
い方

かた
があるときに、違

ちが
いや理

り
由
ゆう
まで覚

おぼ
えるとさら

に記
き
憶
おく
の負

ふ
担
たん
が増

ふ
えるから、初

しょ
歩
ほ
の学
がく
習
しゅう
者
しゃ
には無

む
理
り
だ。

しかし、教
おし
える側

がわ
は、勉

べん
強
きょう
して背

はい
景
けい
を知

し
っておく必

ひつ
要
よう

がある。つらいが、人
じん
生
せい
そのものが勉

べん
強
きょう
の連
れん
続
ぞく
なのだ

から、しかたがない。

［注
ちゅう
1］

http://www.bunka.go.jp/1kokugo/frame.asp{0fl=list&id=1000001687&clc=　

1000000073{9.html

［注
ちゅう
2］

井
いの
上
うえ
史
ふみ
雄
お
（1998）『日

に
本
ほん
語
ご
ウォッチング』岩

いわ
波
なみ
新
しん
書
しょ
 

井
いの
上
うえ
　史
ふみ
雄
お

明
めい
海
かい
大
だい
学
がく
外
がい
国
こく
語
ご
学
がく
部
ぶ
（日

に
本
ほん
語
ご
学
がっ
科
か
）教

きょう
授
じゅ
。

NHK放
ほう
送
そう
用
よう
語
ご
委
い
員
いん
。東

とう
京
きょう
大
だい
学
がく
文
ぶん
学
がく
部
ぶ
助
じょ
手
しゅ
、

北
ほっ
海
かい
道
どう
大
だい
学
がく
文
ぶん
学
がく
部
ぶ
助
じょ
教
きょう
授
じゅ
、東

とう
京
きょう
外
がい
国
こく
語
ご
大
だい
学
がく

助
じょ
教
きょう
授
じゅ
・教

きょう
授
じゅ
を経

へ
て現

げん
職
しょく
。専

せん
門
もん
は社

しゃ
会
かい
言
げん
語
ご

学
がく
・方

ほう
言
げん
学
がく
。研

けん
究
きゅう
テーマとしては、現

げん
代
だい
の

「新
しん
方
ほう
言
げん
」、方

ほう
言
げん
イメージ、言

げん
語
ご
の市

し
場
じょう
価
か
値
ち

などがある。著
ちょ
書
しょ
多
た
数
すう
。

http://www.bunka.go.jp/1kokugo/frame.asp{0fl=list&id=1000001687&clc=1000000073{9.html

